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<はじめに> 

 

この度は、Statguard®導電性接着剤をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

本製品は、静電気管理フロアタイルの下に柔軟な電気接地面を作り出すために、特許を得

た Thunderon Matrix 技術の導電性粘着剤を混ぜ合わせた高品質のアクリル乳液で、 

導電性能とともに一貫して粘着性を維持します。無害・不燃性かつ耐水性です。徹底した

導電性を持ち、強力かつ柔軟で長期間にわたって接着状態を保ちます。また、寸法は変わ

らないフロア製品の設置用に作られており、ゴム製タイルやシートフロアだけではなくカー

ペットタイルやビニールタイルの設置にもご使用いただけます。圧力に敏感な特性により、

通気性のない下地を覆って通気性のないフロアタイルを設置する際の問題を取り除きます。

本製品はカリフォルニア支局 65 のような OSHA や連邦、州、地域の規則に定義される有

害もしくは発がん性のある成分は含まれておらず、M-4277 は ASTM E-84 に則って延焼性

等級 Class A のためのすべての可燃性要件を満たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

(2) 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 本書の内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ

等お気づきの事がありましたら、ご連絡下さい。 
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<物理的特性> 

 

主成分        アクリル 

色           白 

重量          4.4kg 

保存期限       21℃の環境下で 1 年間（未開封） 

冷凍/解凍      -17.8℃で 5 回可能 

電気抵抗（硬化後）  ANSI/ESD STM7.1 に準拠し、Rp-p 1×10⁶Ω未満 

 

 

<範囲> 

 

1.6 ㎜幅の切込みが入ったコテを使用して、1 リットル当たり 4.5 ㎡～6 ㎡の範囲を塗布する

ことができます。塗布範囲は下張り床の気孔率によって変わります。 

 

 

<準備> 

 

適切な接着を施すために、表面全体が清潔かつ乾燥していて、塵や油汚れ、塗料、油分、

剥がれた接着剤、硬化剤、下地塗料、その他異質な物質がないようにしてください。コンク

リート下地上に使用する場合は、新しいか古いかに関わらず蒸気/湿気排出についてテス

トしなければなりません。いかなる等級であってもテストが必要です。テストは、ASTM F 

1869 塩化カルシウムおよび ASTM F 2170 相対湿度テストの手順に則って行ってください。

タイルと接着剤は 18℃以上の環境下で保管し、48 時間以上経過してからご使用ください。 

 

注意：ASTM 蒸気/湿気テストを実施する際は、承認された産業基準を参照にしてください。

どのような蒸気/湿気テストの場合も実施前に必ず、ASTM テスト方法要件に則って、建物

が完全に閉鎖され適切に処理されているかどうかを確認してください。もし ASTM F 1869 塩

化カルシウムテストを実施する際にいくつかのテストポイントが ASTM F 2170 に準拠した

75％RH もしくは 1.3 ㎏を超えている場合は、Statguard®にご連絡ください。蒸気/湿気の防

止について等、本製品の使用方法に関するご質問・ご相談は、Statguard®担当者

Service@StatguardFlooring.com までご連絡ください。残りの接着剤や硬化剤、下地塗料等

は完全に取り除かなくてはなりません。ひび割れや凸凹がある箇所は修正剤で補修してく

ださい。 

 

 

<塗布> 

 

1.6 ㎜幅の切込みが入ったコテを使用します。全体に塗布できるようにしっかりと塗り広げ

てください。絶対にローラーはしようしないでください！！タイルを敷く前に接着剤を乾かす

ために約 45～60 分放置し、45kg の 3 セクションローラーを使って伸ばします。この状態か

ら約 3 時間以内に接着剤上にタイルを敷いてください。 

 

注意：タイル設置後 48 時間は 21℃前後の温度を必ず維持してください。 
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<塗布方法> 

 

1. Statguard®フロア製品の設置説明書を参考にします。設置する前に、使用する予定の

承認された基板や下張り床準備等すべての材料の適合性を確認するために、すべて

のメーカーの推奨を参考にしてください。 

2. 下張り床は清潔かつ乾燥していて、接着ボンドの効果を下げ得る下地塗料を含むいか

なる汚れもない状態にしてください。 

3. 下張り床が多孔性の場合は接着剤を吸収してしまう可能性があります。そのため、互

換性のある下塗剤で下張り床を下塗りすることをお勧めいたします。 

4. 位置決めや切断、継ぎ目、メンテナンスに関しては、すべてのフロアーカバーのメーカ

ー推奨をご参照ください。 

5. 推奨されたコテを使って接着剤を塗り広げます。所定の乾燥時間後にタイルを貼ると後

にタイルを貼り変えることが可能です。しかし、接着剤が乾燥していない状況でタイルを

貼った場合には永久的にタイルを剥がすことができなくなる可能性があります。 

6. メーカー推奨に則ってフロアーカバーにロールをかけます。 

7. 接着剤が適切に硬化するために、最低でも 60 日間はフロアーカバーを濡れ拭きしない

でください。 

 

 

<掃除> 

 

濡れた接着剤は湿らせた布で直ちに拭き取ってください。乾いた接着剤を取り除く際は軽

油を使います。 

 

 

<接地> 

 

弊社では、全体にわたって 100 ㎡毎に 1 つの銅製接地ストリ

ップを設置することをお勧めしています。カーペットタイルの

裏面としっかりと接触させるために、接地ストリップの先端を

剥がすことのできる接着剤の薄いコーティングに付けます。 
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保証規定 

 

 本製品は、米国 DESCO Industries Inc. 社により製造され、日本国内の販売、保守、サー

ビスは、DESCO JAPAN 株式会社が担当するものです。 

 

本製品が万一故障した場合は、製品購入後一年以内については無料で修理調整を行い

ます。ただし、以下の項目に該当する場合は、上記期間内でも 

保証の対象とはなりません。 

 

（１） 取扱説明書以外の誤操作、悪用、不注意によって生じた故障。 

（２） 当社以外で行われた修理、改造等による故障。 

（３） 火災、天災、地変等による故障。 

（４） 使用環境、メンテナンスの不備による故障。 

 

 保証の対象となるのは、本体で付属品、部品等の消耗は、保証の対象とはなりません。

 

＊ 本保証は、上記保証規定により無料修理をお約束するもので、これによ りお客様の法

律上の権利を制限するものではありません。 

＊ 本保証内容は、日本国内においてのみ有効です。 

 

機器に明らかなる不良がある場合については、下記内容を当社にご連絡下さい。 

１） 機種名または、品番                 ４）ご購入年月日 

２） 製品シリアルナンバー               ５）御社名、部署名、担当者名 

３） 不良内容（できるだけ具体的に）  ６）連絡先 

 

以上の内容を検討致し返却取扱ナンバーを御社に連絡致します。製品を返却する場合

は、返却取扱ナンバーを製品に添付してご返却下さい。 

返却ナンバーが表示されていない場合は、保証の対象とならない場合があります。 

 

 

 

 

 

                                                  

                                                  

DESCO JAPAN 株式会社 

〒289-1115 

千葉県八街市八街ほ 661-1 

Tel: 043-309-4470 Fax: 043-332-8741 
http://www.descoasia.co.jp/ 


